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SDGs ×小倉織
✱わたしたちの想い✱

国連が提唱するSDGs(持続可能な開発目標)。

アジア地域初の「SDGs推進に向けた世界のモデル都市」や日本の「SDGs未来都市」に選ばれ

るなど、北九州市ではSDGs活動が活発に行われています。

「誰一人取り残さない」SDGsは、誰にとっても自分事の取り組みであり、まちづくりにおいて

も、企業にとっても、未来を紡いでいくために必要不可欠かつ大事なことです。

徳川家康が鷹狩りの羽織として愛用したことで知られ、明治時代は学生服生地として人気を博し

た小倉織は、丈夫で、使い込むとなめし革のような滑らかさが生まれ、長く使い続けられる織物

です。４００年続いた歴史と伝統技術を有する小倉織は、それ自体がSDGs17ゴールの「１２：

つくる責任つかう責任：持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう」に合致す

る織物であると、私たちは考えています。

あわせて、「世界に通じるテキスタイルの創出」を目指している私どもは、このまちの伝統技術

を受け継ぐ身として、「わがまち北九州発」ということに強い想いを持っています。

SDGs展開においても、自社としての展開にとどまらず、小倉織の特徴を生かして、「北九州発

のSDGsを世に発信する」ことに挑戦したい、そのことを通じて、九州、そして日本全体での

SDGsを今まで以上に盛り上げるお役に立ちたいと強く思っています。

しかし、そのような取り組みは、私どもだけでできるものではありません。

地元企業や団体とタッグを組み、行政にもお力添えいただいて、共にSDGs展開やその発信を

行っていきたいと心より願っております。

地球と、全ての生命の未来のために、ＳＤＧｓを共に推進していけますと幸いです。

「日本発・北九州発のSDGs」を発信したい！
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SDGs ×小倉織
✱わたしたちの目標✱

凛とした縞、丈夫でありながらしなやか、そして長く使い続けられる小倉織。

その「持続可能な」特長を会社として体現して

下図のようなSDGs取り組みに向けて柔軟に、真摯に、まっすぐと挑戦してまいります。

＜小倉縞縞＞

SDGsテーマ生地で

サスティナブル商品を

各所と連携して

企画・展開

＜ご購入が寄付につながる＞

アフリカ医療支援活動を行う

認定NPO法人ロシナンテス

（本部：北九州市小倉北区）

SDGｓ関連売上の一部を

「スーダン綿」合同プロジェクトへ

＜伝統織物×再生糸＞

日本環境設計株式会社

（工場：北九州市若松区）

回収衣料を原料にした

再生糸「ＢＲＩＮＧ」を

用いて伝統と革新技術を

融合させＳＤＧｓ発信

＜働く環境づくり＞
スタッフの個性を大切にした
働きがいと生産性向上を
両立する働く環境づくり

＜教育＞

学校と連携して、小倉織ハギレの

活用授業や伝統工芸学習、

アート工作、家庭科キット教材、

制服再生プロジェクトなど

学びの中にSDGｓを。

福岡教育大学附属中学校と

2020年10月～コラボ授業

＜共に展開・共に発信＞

学校・自治体・企業・団体

SDGsの取り組みを

連携して行う。
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＜商品開発＞

小倉織（縞）を生かしたSDGs展開

SDGsの象徴である１７の目標を

「縞縞」で表現した生地を開発！

１７の目標を示す色を用いて縞縞を創り、同時に世界の多様性をも表現しています。

タテ糸は木綿、ヨコ糸は回収衣料を原料にした再生ポリエステル「ＢＲＩＮＧ」を

用いて伝統と革新の技術を融合。

未来につながる「サスティナブル」とは何か、ＳＤＧｓを体現した生地です。

柄は「太縞」と「細縞」の２パターン

✱柄名『SDGs ストロング』
✱英語名 ：SDGs Strong

✱イメージワード：強く心に留めよう、SDGs

太
縞

✱柄名『SDGs ライト』
✱英語名 ：SDGs Light

✱イメージワード：軽やかに望もう、SDGs

細
縞
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展開スケジュール概要

２０２０年９月２５日
SDGｓ制定日
リリース発表
ＳＤＧｓ生地の
法人受付開始

通常の生地とは異なり、

「ＳＤＧｓ」コンセプトを

基に商品開発、各団体との

連携を企画していく。

２０２０年10月28日〜11月3日
「小倉織協同組合 合同展示会」
会場：小倉井筒屋新館１階
※築城則子監修によるSDGｓ生地の
柱インスタレーションが登場！

上記開催にあわせて
「小倉縞縞」SDGsシリーズ商品

一般販売開始（風呂敷、エコバッグ）
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「九州発・日本発のSDGs」を発信したい！

ぜひお力添えください。よろしくお願い申し上げます。


